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９階英語英文科共用スペースの思い出
小林　富久子
　英語英文学科時代の懐かしい思い出というと、私の脳裏にまず浮かぶ
のは、１６号館９階に並ぶ諸先生方の研究室群を通り過ぎた、突き当た
りの部分にあたる共用スペースである。多くの皆さんもご承知の通り、
私はそれまで長きに亘って商学部に所属しており、研究室も現在の９号
棟にあたるいわゆる法商研究棟に位置していた。従ってすぐ周りにはと
りたてて同じ分野の先生方がおられるわけではなく、少なからず孤立し
た感じで過ごしていた。それが教育学部に移るとすぐ周りに、相似た研
究領域の先生方がおられ、日常的に廊下などですれちがうと、短時間で
も共通の関心事にまつわる話ができるのがまず新鮮であった。
　とりわけ、９階突き当たりのその空間にはコピー機が備えられている
こともあり、それを用いる機会の多かった私は、その都度、同僚の先生
方に出くわし、ある時は研究上の関心事について話し合ったり、また別
の時には共通の知り合いに関するよもやま話にふけったりしたものだ。
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とりわけそんな私のお相手を嫌な顔一つ見せずたびたび引き受けてくだ
さったのが同じ米文学の石原先生で、先生にはそのことで大変感謝申
し上げている。また朝の未だ閑散としたその場所でどういうわけかたび
たびお会いした西山先生がただ「やあ！」と声をかけてくださるだけで
も大いに英気を頂いたものだ。
　ただ一つ私にとって悲しくも衝撃的な思い出がある。それは、私と同
年に英語英文学科に赴任しておられた西村先生が突如亡くなられたこと
である。共にこの学科に来られたことを喜んでいた私たちは、コピー機
辺りですれちがうたびに、新しい場所での出来事や不慣れから生じる不
安などを率直に打ち明け合っていた。だから彼女とは、その後もずっと
何かあれば、助け合える仲だと信じていた。また、共にアメリカの少数
民族に興味を寄せていたことから米国の多文化や多言語に関していつか
共同研究をしようなどとも言い合っていた。そんな彼女の訃報に接した
のは、たまたま私が出張先のミシガン大学から空港に向かおうとする矢
先のことだった。交通事故で亡くなられたという事務所からの報告を家
族からの電話で受けた後、空港へと走るタクシーの中で、人生にはこのよ
うなことも起こりえるのだ、と頭の中で繰り返していたことを思い出す。
　けれども時が経つうちに自然とそうした衝撃も薄らぎ、変わらず周り
にいてくださっていた同僚の先生方から励ましを頂きつつ、去る時を迎
えられたという次第である。特に同じ女性であることから共通の問題や
悩みを語り合えることのできた木村先生、そして、すぐ隣の折井先生たち
と、束の間の話を楽しみえたことは今も懐かしく脳裏に焼き付いている。
　今一つ、付け加えておかなければならないのは、研究室内でこの上な
く満ち足りた時間を共有することのできたゼミの院生たちのことであ
る。文学をこよなく愛する彼らと、米文学はもとより、しばしば政治や
社会情勢に関することまでも、長時間自由気儘に議論し合えたことは、
最高の思い出である。
　現在、私は城西国際大学の紀尾井町キャンパスで週２回ばかり、大学
院生クラスで女性学を教えている。複数の客員教授共用のやや窮屈な部
屋を与えられているが、結局非常勤用の講師室にとどまっていることが
多く、どういうわけか誰も来ることのないガランとしたその空間で一人
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予習したりしている。紀尾井町キャンパスはごく最近建てられたものら
しく、全体的に不要なものは何もなく、すべてが清潔そのものである。
けれどもそこにいて度々思い出すのが、あのいろんなものが雑然として
いた私の研究室と、いつも誰かにすれちがうことのできた突き当たりの
スペースである。
　無論、間もなく教育学部棟も建て替えられ、諸先生方もより新しい研
究室に移られることだろう。けれども、その時、私同様、９階の研究室
とコピー機のある突き当たりの空間を懐かしく思い出される方々も多い
のではなかろうか。そんなことを密かに考えているという次第である。
